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PRESS RELEASE＿2024.5. 30

株式会社リクルートホールディングスが運営するBUGでは、2024年6月26日(水)より、小林颯による個展「ポリパロール」を開催します。小林

は、東京藝術大学大学院を修了後、2020年に公益財団法人江副記念リクルート財団の奨学金を受給してベルリン留学を実現しました。その

間に国内で複数の賞を受賞するなど、これからが期待されるアーティストです。BUGでは小林の今後のキャリアを後押しすべく、新作を含め本人

にとっては最も大規模となる個展を開催します。

本展のタイトル「ポリパロール」は、「複数の」を意味する「ポリ（poly-）」と、言語学上で「個人が特定の場で行う発話行為」を表す「パロール

（parole）」を合わせた、小林による造語です。 

留学と同時期に起こった新型コロナウイルス感染症のパンデミックは、人種による分断や対立を深めました。小林も一時帰国できず、見知らぬ

土地でエクソフォニー*（ドイツ語で「母語の外に出た状態一般」の意）という状態を経験し、〈よそ者〉について考えるようになります。 

展示作品の一つ《つぎはぎの言語》は、ベルリンに亡命した中国四川省出身の詩人との対話から制作されました。詩人は、自身の亡命を「我跑
了（私は逃げてきた / I ran.）」と言い表します。小林は、異なる文脈を持ちながら共鳴する詩人の言葉を用い、〈よそ者〉同士を縫い合わせよう

と試みます。 

本展では、展示作品や会期中に開催するイベントを通して、近年小林が関心を抱く〈エクソフォニー〉〈移民〉〈クィアネス〉といったキーワードを元

にした、複数の人々のおしゃべりが聞こえてきます。ベルリンで様々な背景を持つ人々のおしゃべりに触れた小林は、装置、映像、多言語詩、

Podcastなどのさまざまなメディアで制作された作品を通して、「個人的なことは政治的なこと」というシンプルで力強いメッセージを伝えます。

小林颯個展「ポリパロール」

小林颯による個展「ポリパロール」を６月に開催。〈移民〉〈クィアネス〉といったキーワード

をもとに、装置、映像、多言語詩、Podcastによる作品を発表。          

会期 :2024年6月26日（水）〜7月21日（日）　11: 00 -19:00 火曜休館
（毎週金曜のみ20:00まで開館）

*多和田葉子『エクソフォニー: 母語の外へ出る旅』2012、岩波現代文庫
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1995年北海道生まれ。ドイツ・ベルリン在住。  

東京藝術大学大学院映像研究科メディア映像専攻修了。公益財団法人江副記念リクルート財団 アート部門 リク

ルートスカラシップにより渡独。2024年にベルリン芸術大学大学院アートアンドメディア科修了。器として映像を

捉え、自作の装置から新たな語りの形を探る。近作は、翻訳とアイデンティティの観点から、装置、映像、詩作を

通じて、エクソフォニーと語りについて再考している。2020年制作の「灯すための装置」が第24回文化庁メディア

芸術祭アート部門新人賞を受賞。Forbes 30 Under 30 Asia 2022 The Arts に選出された。

小林 颯（こばやし・はやて）／ hayate kobayashi

アーティストプロフィール

展 覧 会 名で あ る「ポ リパ ロ ール（ P o l y p a r o l e）」が 意 味 する「 複 数の お し ゃ べり」 を 作品 に して い ま す。ド イ ツ 語 で 「 甘 い」 を 意 味 する

Po d c a s tシリーズ《Süß》 は、〈移民〉〈クィアネス〉〈アイデン ティ ティ〉といったテーマに関する おし ゃ べりがくりひ ろ げら れた作品で す。会

場 に 設 置 さ れ た ヘ ッ ド フ ォ ン を 通 し て 、ラ ジ オ を 聴 く よ う な 感 覚 で 作 品 を 鑑 賞 す る こ と が で き ま す。「 お 菓 子 」 の 意 味 を 持 つ

「Süß i gke i te n」  というドイツ 語にちなみ、おやつ を食べるような感覚で、肩肘はらず、気 軽に作品を楽しんで 欲し い という思いが込 めら

れています。

日々おしゃべりが生まれているBU G Cafeとのコラボレーションとして、展示作品の一部 をカフェに設 置。その他にも、展示 エリアの一部

に カフェのドリンクを持ち込 んで作品を鑑賞することがで きるなど、どなたで も作品を身近に 感じてもらうことを期待しています。

1. おしゃべりが生まれる展覧会

小林は、自身の身に起こったことや感じたこと、ごく個人的な出来事をもとに作品を制作します。《Appear tus》は、2021年から開始した

エクソフォニーと語りにまつわるシリーズの新作で、ベルリンで暮らすアジア系移民の移りかわるアイデンティティを主題としています。本作

は壁面に大きく投影された映像と、自転車型装置で構成されたインスタレーションで す。映像内では、ヘッドライトの役割を果たす 箱状の

装置が備え付けられた自転車に小林が乗り、夜の街を走り抜けます。この装置は発話と連動して点灯します。しゃべり続けながら必死に運

転する中で、ちりぢりになる言葉たち。会場では、この言葉をもとにした詩のアニメーションも展示します。

小林の作品に登場する人々が持つアイデンティティを通して、〈よそ者〉について思いを馳せることができるかもしれません。

2. 小林にとって初となる大規模な新作《Appeartus》 を発表

〈7月5日（金）〉と〈7月19日（金）〉は、ゲストとして、潟見陽、ミヤギフトシ、筒 | tsu-tsuを招き、おしゃべりと制作の実践を行います。

イベントに関する詳細は決まり次第、ウェブサイト、SNSにてお知らせします。

https://bug.ar t

[X(Twitter)／Instagram] @bugar t_tok yo 

[facebook]bugar t.tok yo 

＜イベント実施日＞

①7月5日（金）18時30分〜20時予定

ゲスト：潟見陽（書店「lonel iness books」オーナー／グラフィック・デザイナー）、ミヤギフトシ（現代美術作家）　

②7月19日（金）18時30分〜20時予定

ゲスト：筒 | tsu-tsu（ドキュメンタリーアクター）

3. おしゃべりと制作の実践にまつわるイベントを開催！

展覧会について



お問い合わせ先 ： 株式会社リクルートホールディングス リクルートアートセンター　　　　広報担当　　　桑間
Mai l : ch_kuwama @ r.recru it .co.jp 　 　 　Te l : 080-4172-6237　
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■BUG Cafe コラボメニュー 「ポリパロッペ」 

アイリッ シュシロップ、コーヒーゼ リー、オレンジゼ リー、チョコレート モカソースなど複 数の（po l y-）

食材がまるでお喋りのように混ざり合ったコーヒーキャラメルベースのフラッペです。　　

提供価格：680円（税込）

タイトル: 小林颯個展「ポリパロール」

会期：2024年6月26日（水）〜7月21日（日）

11:00〜19:00

＊毎週金曜日は20時までのナイト開館：

2024年6月28日、7月5日、7月12日、7月19日

火曜休館　入場無料

主催:BUG

協賛:公益財団法人 クマ財団

■展覧会概要

交通アクセス 

JR東京駅八重洲南口から徒歩3分 

東京メトロ京橋駅8番出口から徒歩 5 分 

東京メトロ銀座一丁目駅1番出口から徒歩7分

 ※BUGには専用駐車場はありません。ご来館時には公共交通機関をご利用ください。 

BUG
〒100-6601

東京都千代田区丸の内1-9-2 グラントウキョウサウスタワー1F 

《Condensed Coffee》　　2021年 《つぎはぎの言語》　　2023年

《Appeartus》　　2024年（参考図版） 《Appeartus》　　2024年（参考図版）

■作品画像

最新情報はBUG CafeのInstagramにてお知らせします。

［Instagram］@bug__cafe


